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犬山市公共施設マネジメントに関する民間提案制度の概要  

 

１．公共施設マネジメントに関する民間提案制度                             

 

犬山市では、本市が所有又は管理する資産とその環境を最適な状態で保有し、使用し、運営し、維

持するための総合的な資産経営を行う「公共施設マネジメント」を推進しています。 

 

「犬山市公共施設マネジメントに関する民間提案制度」は、公共施設マネジメントに関する施策の一 

環として、ＰＰＰ（官民連携）を取り入れるため実施するものです。これまで行政が行ってきた公共施設

の整備等に、民間の知恵やアイディア、資金や技術、ノウハウを最大限に活用することで、さらなる施

設整備費の縮減や公共サービスの向上、施設の有効活用、業務の効率化、地域課題の早期解決を

目的とするものです。 

 

本市の公共施設マネジメントにおける課題に対して、民間事業者から提案を求め、本市の施策に大

きく貢献する提案を選定し、民間事業者（提案者）と本市とで協議を積み重ね事業化を図ります。 

 

本制度では、民間事業者（提案者）からの提案内容を知的財産と捉えます。したがって、その情報

を保護することが必要であるため、提案者との随意契約を前提とします。 

 

ただし、本制度は解除条件付きの制度ですので、民間事業者（提案者）との各種協議が成立した場

合においても、提案事業にかかる予算案件等が犬山市議会で承認されない等の事由により、事業を

実施できなくなる場合もあります。 

 

 

２．民間提案制度の目的                                           

   

民間提案制度の実施にあたっては、主に次の４つの目的をもって実施します。  

 

 (1) 公共サービスの向上 

    民間の知恵やアイディア、資金や技術、ノウハウを最大限に活用することにより、施設やその環境 

の特性を活かした充実した施設運営や、機能性の高い魅力ある施設の整備等を実現することで、 

公共サービスの向上を図ります。  
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 (2) 地域経済の向上 

    民間事業者の幅広い参入を促し、民間の新たな事業機会を創出するほか、民間投資を喚起す 

ることにより、地域経済の活性化を図ります。  

 

 (3) 財政負担の軽減 

    民間資金や技術等を活用することで、施設整備にかかる費用と施設運営にかかる費用の両面か 

ら、施設のライフサイクルコストを縮減し、市の財政負担の軽減を図ります。 

  

 (4) 地域課題の早期解決 

    社会情勢の変化や多様化するニーズに対して、行政内部のみの検討や従来方式での発注方法 

では限界があり、スピード感に欠けると考えられる案件に、民間のノウハウを導入することにより早期 

解決を図ります。 

 

３．提案者の参加資格条件等                                        

  

民間提案制度における提案者は、自ら提案した内容を的確に遂行する意思と能力を有するととも 

に、前項に掲げる目的を達成する意思を持つ民間企業、ＮＰＯ法人等の法人（以下「民間事業者等」

という。）とし、個人は除くものとします。 

 提案者は、本市及び必要に応じて施設管理者・指定管理者等との協議・調整が可能な能力を有し、 

事業化に向けた諸条件の変更等について柔軟な対応ができる者であることとします。 

  

 

４．実施概要                                                   

  民間提案制度は、次のとおり実施します。 

  

 (1) 提案募集案件一覧の公表  

    市は、公共施設マネジメントに関する事業について、事業の概要、コスト、実施状況等を掲載した 

「提案募集案件一覧」を作成し公表します。  

 

 (2) 民間事業者等からの提案 

    民間事業者等は、提案募集案件一覧に掲載された事業等について、「市民サービスの向上」「行 

財政運営の効率化」「コスト縮減・平準化」「地域経済の活性化」「地域課題の早期解決」などに繋 

がる提案（以下「民間提案」という。）を行います。 
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 (3) 民間提案の審査、採否決定と公表 

本市は、民間提案を審査し採否を決定します。民間提案を採用し事業化を検討するものは事業

計画を、採択しないものはその理由を明らかにし、市のホームページ等で公表します。 審査結果に

対する異議を申し立てることはできません。  

    なお、民間提案の採否の区分は次のとおりとします。  

① 「採用（一部採用）」：民間提案を採用し、事業化を進めると判断した場合  

② 「不採用」：事業化に適さないと判断した場合  

 

(4) 事業化・契約締結までの手続き  

① 採用された提案事業の提案者は、交渉権者となり契約を締結するまでの諸条件について、市と 

  「詳細協議」を進めます。なお、協議が整わない場合は事業化されません。  

② 交渉権者は、予算措置を含めて協議が整った場合に事業実施者として本市と「契約（随意契 

約）を締結」します。 

   

５．事務局    

本制度に関する事務局は、以下のとおりです。   

 

 犬山市役所 経営部 経営改善課 資産活用グループ 

・所在地：〒484-8501 愛知県犬山市大字犬山字東畑 36 番地    

・電話番号 ：0568-44-0301 

 ・Ｅ-mail：011000@city.inuyama.lg.jp  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

平成 30年度 第 1回 民間提案制度募集要項 

  

１．提案募集案件一覧                                            

 

Ｎｏ. 事業名  事業内容  事業化の条件等  

30-1 
フロイデ利用者

駐車場事業 

国際観光センター・フロイデは、他施設の

機能を移転させ、2020 年 4 月に「（仮称）市

民交流センター・フロイデ」としてリニューアル

オープンする予定です。しかしながら、現状で

は、利用者のための駐車場が不足することが

予想されます。そこで、恒久的に駐車スペー

スを確保するため、新たな駐車場の整備、運

営手法の確立を目的として提案を求めます。 

・事業規模、運営手法等は問わないが、資金

調達の方法を明確にし、実現可能な計画とす

ると共に、募集要項に則り、本市との協議を経

て提案者の責任において事業化できること。                     

・最小の経費で最大の効果が得られること 

・2020 年 3 月末までに駐車台数（210 台）を

確保することを目標とすること。 

※ 詳細は、P.10～11 の「公表資料【案件 No.30-1】」を参照してください 

  

２．参加資格条件等                                              

 

 (1) 提案者の参加資格要件 

   提案者は、自ら提案した内容を的確に遂行する意思と能力を有するとともに、民間提案制度の目 

的を達成する意思を持つ民間企業、ＮＰＯ法人等の法人（以下「民間事業者等」という。）とし、個人 

は除きます。 

   提案者は、本市及び必要に応じて施設管理者・指定管理者等との協議・調整が可能な能力を有 

し、事業化に向けた諸条件の変更等について柔軟な対応ができる者であることとします。 

 (2) 提案者の制限 

   次のいずれかに該当する民間事業者等は、提案者及び提案者の構成員となることができません。  

① 地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の４の規定に該当する者  

② 国及び地方公共団体から入札参加停止を受けている者 

③ 警察当局から、暴力団員が実質的に支配する建設業者及びこれに準ずる者として、公共工事 

からの排除要請があり、当該状態が継続しているなど請負者として不適当と認められる者、並び 

に犬山市暴力団排除条例（平成 24年 12 月 28 日条例第 34 号）に基づく排除措置に該当 

する者 

④ 会社更生法、民事再生法等に基づく更生又は再生の手続きが終了していない者  

⑤ 国税及び地方税、社会保険料の滞納がある者  
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３．実施スケジュール及び応募方法                                      

 

 (1) 実施スケジュール（予定） 

No. 実施項目 日程 

1 提案募集案件一覧の公表 平成 30 年 9 月 7日（金）   

2 制度及び事業に関する質問受付  平成 30 年 9 月 10 日（月） ～  10 月 5 日（金）  

3 簡易提案書の受付期間  平成 30 年 9 月 25 日（火） ～  10 月 19 日（金）  

4 ヒアリング  平成 30 年 11 月初旬頃   

5 提案事業の採択決定  平成 30 年 11 月下旬頃   

6 企画提案書の提出期限  平成 30 年 12 月初旬頃  

7 詳細協議  平成 30 年 12 月初旬以降   

8 事業化の決定  平成 31 年 3 月末までに  

9 契約の締結 予算案件等が犬山市議会で承認された後 

  

(2) 質問受付及び回答 

① 質問方法  

質問書（「制度に関する質問」は様式第 1号、「事業に関する質問」は様式第 2号）に質問内 

   容を記載し、電子メールにより提出してください。 

※ 電子メール送信後、担当者まで電話連絡し、受信の確認をお願いします。  

 

② 受付期間  

平成 30 年 9 月 10 日（月）から 10 月 5 日（金）までの午前 9時から午後 5 時まで。（ただ 

し、土日・祝祭日を除く。）  

 

③ 回答方法  

      「制度に関する質問」「事業に関する質問」に対する回答は、本市ホームページで順次公表し 

ます。ただし、「事業に関する質問」については、提案内容に関わる事項に及ぶことから、質問者 

の同意を得た上で公表します。 
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④ 質問書提出先メールアドレス  

       メールアドレス：011000@city.inuyama.lg.jp 、電話：0568-44-0301（直通） 

  担当者：犬山市経営部経営改善課 資産活用グループ 神林・橋本  

 

(3)  簡易提案書等の書類提出  

提案団体調書（様式第 3号）、誓約書（様式第 4号）、簡易提案書（様式第 5号）、提案団体 

状況表（様式第 6号）及び関連事業実績一覧表（様式第 7号 ※任意提出）に必要事項を記載 

し、必要に応じて関連資料も併せて各１部を次の方法により提出してください。  

 

① 受付期間  

     平成 30 年 9 月 25 日（火）から平成 30 年 10 月 19 日（金）までの午前９時から午後５時 

  まで。（ただし、土日・祝祭日を除く。）  

 

② 提出方法及び提出先  

    ｱ. 提出方法  

     郵送又は直接持参とします。なお、郵送の場合は、受取り日時及び配達されたことが証明できる 

方法によるものとし、提出期間中に到着したものに限り受付します。  

    ｲ. 提出先  

     〒484-8501 愛知県犬山市大字犬山字東畑 36 番地  

      犬山市役所 経営部経営改善課 資産活用グループ宛  

 

 

 

 

４．提案事業の採否                                              

 

 (1) ヒアリングの実施  

    提案事業の採否については、本市が設置する審査委員会において提案書やヒアリングを基に審 

  査し決定します。なお、ヒアリングの日程等については別途通知します。  

 

 (2) 審査の視点  

   審査の視点は以下の項目を基本とします。採否の決定にあたって重要視する項目は案件ごとに 

異なりますが、可能な限りすべての項目を網羅できるような提案としてください。 
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(3) 提案事業の審査、採否決定と公表 

    本市は、民間提案を審査し採否を決定します。民間提案を採用し事業化を検討するものは事業 

計画を、採択しないものはその理由を明らかにし、市のホームページ等で公表します。 審査結果に

対する異議を申し立てることはできません。 

    なお、民間提案の採否の区分は次のとおりとなります。  

 

① 採用（一部採用）：民間提案を採用し、事業化を進めると判断した場合  

② 不採用：事業化に適さないと判断した場合 

  

審査項目  視点  

制度の

理解度  

将来性  公民連携を広めていけるか。 

  

地域性  
地域ニーズに応じた事業展開ができ、地域雇用、地域経済の活

性化が図れるか。  

実現性  

安定性・実現性  継続事業ができるよう経営基盤が安定しているか。 

  

効率性・効果性  
市のコスト縮減や平準化、または収入の増加が見込まれ、かつ公

共サービスの向上が図られるか。  

法的適合性  事業化にあたって支障となる法令等の事項がないか。 

  

独創性・その他  

独自の発想や工夫に基づく付加価値はあるか。 

  

地域雇用への配慮や地域経済の活性化を図る工夫があるか。  

 

提案者が事業実施者となった場合、事業を安定的に担う体制、

能力を有しているか。 

行政が実施するよりもスピード感を持って地域課題の解決を図る

ことができるか。 

行政が実施するよりも市民サービスの向上が図られる工夫がある

か。 
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５．事業化までの手続き                                                          

 

  採用された提案事業の事業化や契約締結までの手続きについては、次の手順で行います。 

  

 (1) 書類提出 

    採用された提案事業の提案者は、次の①から③までの書類を各々２部（正本１部、副本１部）、 

④を８部（正本１部、副本７部）提出してください。なお、提出時期等は別途通知します。 

※ 副本はコピー可とします。 

 

① 法人登記事項証明書又は登記事項証明書に準ずる書類  

② 構成員、責任の範囲を定めた協定書等（任意様式） ※ 共同事業体の場合  

③ 提案事業の実施に必要な技術者等の資格証明書  ※ 必要に応じて提出  

④ 企画提案書（任意様式）  

※ 簡易提案書に応じた提案内容及びヒアリングで確認した事項等を基に、事業の実施方法、 

事業スケジュール、経費計画及び事業実施体制等の内容を記載したもの  

 

 (2) 事業化・契約締結までの手続き 

① 採用された提案事業の提案者は、交渉権者となり契約を締結するまでの諸条件について、市と 

「詳細協議」を進めます。なお、協議が整わない場合は事業化されません。  

② 交渉権者は、予算措置を含めて協議が整った場合に事業実施者として本市と「契約（随意契 

約）」を締結します。 

 

 

６．留意事項                                                  

 

(1) 費用負担 

    提案に関する全ての資料の作成・提出・協議等にかかる費用については、提案者の負担としま 

す。  

 

  (2) 提出書類の取り扱い  

提出書類の著作権は、提案者に帰属しますが、提出書類は返却しません。また、提案者は、市が 

設置する審査会や事業化の検討における提出書類の利用、事業名称や概略等の公表に同意する 

こととします。ただし、提案者の独自のノウハウ等が含まれている内容については、公表の対象としま 

せん。 
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 (3) 特許権の侵害防止  

提案者は、提出書類が第三者の有する特許権等を侵害するものでないことを本市に対して保証 

することとします。提案者は、提出書類が第三者の特許権等を侵害し、第三者に対して損害の賠償

を行い、又は必要な措置を講じなければならないときは、提案者がその賠償額を負担し、又は必要

な措置を講ずるものとします。 

 

(4) 情報公開 

    犬山市情報公開条例に基づき、情報公開請求により一部又は全部を公開することがあります。  

 

(5) 提案者の失格  

提案者が次のいずれかに該当する場合は失格とします。  

① 本要項に定める手続きを遵守しない場合  

② 提出書類に虚偽の記載があった場合  

③ 審査の公平性に影響を与える行為があった場合  

 

(6) 提案の辞退 

提案を辞退する場合は、提案辞退届出書（様式第 8号）を提出すること。  

 

(7) 不測の事態への対応 

     本要項に記載されていない事項及び想定されない事態が発生した場合には、本市と別途協議 

   を行うものとします。  
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                    公表資料 【案件 No. 30-1】                                              

 

１．基本情報 

◆ フロイデ利用者駐車場 

No. 設置場所 駐車台数 管理状況 備考 

① 北東平面 148 台 

↓ 

118 台 

となる見込み 

施設開館時間に開

放、管理人・管理シ

ステム等はなし 

駐車場面積：3,601.96 ㎡、

うち 2,045.96 ㎡は私有地を

借地（借地料：年間約 600

万円、松本町四丁目 17-2

は平成 30 年 12月に所有

者へ返却予定のため、駐車

台数は 30 台減の見込み） 

② 北西平面 16 台 

 

同上 市有地            

市の自転車置場と隣接 

③ 建物敷地内地下平面 44 台 同上 市有地 

④ 建物敷地内平面 2 台 同上 市有地 

 

 

                                                     

犬山駅 

フ
ロ
イ
デ 

 
 

石作公園 

① 
② 

① 

③ 

④ 

自転車置場 

市有地 

借地 借地 

※ 17-2 は平成 30年 

12月返却予定 

松本町四丁目 
①北東平面駐車場の詳細（公図） 
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◆ 用途地域 

・①北東平面駐車場：第 2種住居地域（建ぺい率 60％、容積率 200％） 

・②、③、④：近隣商業地域（建ぺい率 80％、容積率 200％） 

 

◆ 国際観光センター・フロイデ（現在の建物） 

 ・所在地：愛知県犬山市松本町四丁目 21 

・建築年：平成 7年 

・構造：鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造） 

 ・階数：地上 5階、地下 1階 

 ・延床面積：7,826.69 ㎡ 

 ・年間利用者数：190,141 人（平成 29年度） 

  

２．諸条件について 

 (1) 国際観光センター・フロイデは、他施設の機能を移転させ、2020 年 4 月に「（仮称）市民交流セ

ンター・フロイデ」としてリニューアルオープンする予定です。しかしながら、現状では、利用者のた

めの駐車場が不足することが予想されます。そこで、恒久的に駐車スペースを確保するため、新

たな駐車場の整備、運営手法の確立を目的として提案を求めます。 

 (2) (1)の状況に加え、基本情報に記載のとおり、北東平面駐車場については面積の半分以上が借

地です。そのため、所有者から急な返還要求があった場合、駐車台数が不足するというリスクを

抱えています。 

また、現状では、管理人・管理システム等による管理を実施しておらず、施設利用者以外の駐

車も見受けられます。 

 (3) 新たな駐車場の整備、運営手法の確立にあたっては、現駐車台数（210 台）以上を確保してく 

ださい。 

 (4) 近隣の石作公園（都市公園）を駐車場とすることは不可とします。 

 

 

 

３．その他 

 原則として、前述の基本情報、諸条件を参考に提案をしていただきますが、その他、提案に必要な

資料閲覧や現場確認等を希望する場合は、事前にご相談ください。ご希望に添えない場合もあります

ので、予めご了承ください。 


